
一
年
生
・
職
員
の
紹
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

R７. 4.16. 
明和小学校 

  

四
  

八
︵
火
︶
入
学
式
 
始
業
式 

 
 

一
四
︵
月
︶
家
庭
訪
問 

 
 

一
九
︵
土
︶
授
業
参
観 

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
大
会 

五
 
二
四
︵
土
︶
学
区
運
動
会 

︵
予
備
日:

二
五
︶ 

六
  

五
︵
木
︶
第
一
回
 
 
  

集
合
学
習 

七
︵
土
︶
環
境
整
備
作
業 

(

予
備
日:

八
︶ 

一
六
︵
月
︶
 
一
七
︵
火
︶ 

 
 
 
 (

五
年) 

一
九
︵
木
︶
 
 
 
開
  

二
六
︵
木
︶
授
業
参
観 

学
校
保
健
委
員
会 

七
  

三
︵
木
︶
第
二
回
 
 
 
集
合
学
習(

 
 
 
 
 ) 

二
二
︵
火
︶
個
別
懇
談
会 

 
 

二
六
︵
土
︶
地
区
環
境
整
備
作
業(

予
備
日
 
二
七) 

八
  

二
︵
土
︶
赤
田
和
 
夕
 (

予
備
日
 
三) 

 
 

二
一
︵
木
︶
出
校
日 

二
四
︵
日
︶
地
区
防
災
訓
練 

 
 

 

二
四
︵
水
︶
芸
術
鑑
賞
会 

一
〇
  

二
︵
木
︶
第
三
回
 
 
 
集
合
学
習 

 
 

 
 

七
︵
火
︶
就
学
時
健
康
診
断 

一
四
︵
火
︶
前
期
後
期
切
替
式 

一
八
︵
土
︶
里
山
草
刈
 
作
業(

予
備
日
 
一
九) 

一
一
 
一
五
︵
土
︶
学
芸
会 

 
 

 

二
一
︵
金
︶
県
民
 
日
学
校
 
 
 
  

一
二
  

六
︵
土
︶
 
 
 
 
大
会(

予
備
日
 
九) 

 
 

 
 

 

個
別
懇
談 

一
一
︵
木
︶
 
一
二
︵
金
︶
修
学
旅
行(

六
年) 

一
一
︵
木
︶
都
市
体
験
学
習(

一
 
五
年) 

 

一
 
一
〇
︵
土
︶
初
釜
 
会 

 
 

 

二
六
︵
月
︶
一
日
入
学 

 
入
学
説
明
会 

 

二
  

六
︵
金
︶
 
 
 
学
習 

 

三
  

五
︵
木
︶
六
年
生
 
送
 
会 

 
 

 

一
九
︵
木
︶
卒
業
式 

 
 

 

二
四
︵
火
︶
修
了
式 

年
間
行
事
予
定 

･校 長:宇井 一弘 
･教 頭:伊藤 嘉記 
･教 務 主 任:神谷 義久 
･主査(事務職員):大橋 良洋 
･１・２年担任:小寺真妃呂 
･３・４年担任:梅田 到馬 
･５・６年担任:杉窪  篤誌 
･たいよう学級担任:太田 真衣 
･ひだまり学級担任:小野ゆう子 
･養 護 教 諭:村上紗央里 
･拠点校指導員:青木 浩美 
･公 務 手:鈴木いづみ 
･公 務 手:中根  基 
･校 務 支 援 員:松井美由紀 
･心 の 相 談 員:川合おりえ 
･校 内 整 備 員:安藤 泰浩 
･学校図書館司書:林 乃里香 
･スクールカウンセラー:成田 悠希 
･Ａ Ｌ Ｔ:渡辺 ユウ 
･スクールバス運転手:成瀬 安男 
 

令和７年度 明和小職員 
令
和
七
年
度
は
︑
新
一
年
生
に
Ａ
さ
ん
を
迎
え
︑

全
校
児
童
十
八
名
で
ス
タ
 
ト
し
ま
し
た
︒ 

 転入職員紹介 
（写真左より） 
村上 紗央里 (養護教諭) 

【猿投中より】
小野 ゆう子 (ひだまり学級担任) 

【追分小より】
伊藤 嘉記（教頭） 

【大沼小より】
杉窪 篤誌（5・6 年担任） 

【日進市立日進中より】
 梅田 到馬（3・4 年担任） 

【新任】
青木 浩美（拠点校指導員） 

※毎週火曜日勤務

 

名前 A さん 

町名 A 町 

 

好きな遊び ブランコ、すべり台 

 ケーキを作る人、 
チャーハンを作る人 

がんばり 
たいこと 

算数 
いっぱい解けるようになり
たい 

「明和学区 運動会」
のご案内 

5 月 24 日（土）
たくさんの地域
の方のご参加を
心よりお待ちし
ております。 

 
 

 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
和 

校
長 

宇
井 

一
弘 

 

子
ど
も
が
﹁
行
き
た
く
な
る
学
校
﹂︒
親
が
﹁
行
か
せ
た
く
な

る
学
校
﹂︒
先
生
方
が﹁
働
き
た
く
な
る
学
校
﹂︒
地
域
の
方
に
と

 
て
﹁
自
慢
の
お
ら
が
学
校
﹂︒
そ
ん
な
素
敵
な
学
校
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
︒ 

そ
の
素
敵
な
学
校
を
イ
メ
 
ジ
し
て
み
ま
す
と
︑
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
︑
み
な
さ
ん
の
溢
れ
出
る
笑
顔
が
浮
か
ん
で
き
ま

す
︒
笑
顔
が
溢
れ
る
学
校
に
な
る
た
め
に
︑
子
ど
も
た
ち
が
︑
こ

れ
か
ら
の
激
動
の
世
の
中
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
︑﹁
生
き
る
力
﹂
で
あ
る
﹁
確
か
な
学
力
﹂﹁
豊
か
な
人
間
性
﹂

﹁
健
や
か
な
体
﹂︑
す
な
わ
ち
︑﹁
知
・
徳
・
体
﹂
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
育
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
︒ 

ま
ず
︑﹁
知
﹂
で
す
が
︑
学
校
で
一
番
多
く
費
や
す
の
は
学
習

の
時
間
で
す
︒﹁
分
か
る
授
業
﹂﹁
わ
く
わ
く
す
る
授
業
﹂
そ
し
て

﹁
身
を
乗
り
出
し
ち
 
う
授
業
﹂
を
展
開
す
る
学
校
を
目
指
し

ま
す
︒ 

次
に
︑﹁
徳
﹂︒
言
葉
は
心
を
の
せ
て
伝
え
る
も
の
で
す
︒
特
に

大
切
に
し
た
い
の
は
︑
感
謝
の
﹁
あ
り
が
と
う
﹂
と
︑
失
敗
し
た

と
き
の﹁
ご
め
ん
な
さ
い
﹂を
心
か
ら
言
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
す
︒
そ
ん
な
素
直
な
雰
囲
気
の
学
校
を
目
指
し
ま
す
︒ 

そ
し
て
︑﹁
体
﹂︒
や
は
り
︑
健
康
は
大
切
で
す
︒
元
気
で
な
け

れ
ば
︑
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
︒
快
食
・
快
眠
・
快
便
を
基
本
に
︑

子
ど
も
も
大
人
も
健
康
な
学
校
を
目
指
し
ま
す
︒ 

こ
こ
で
︑皆
様
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
︒皆
様
の
素
敵
な
笑
顔

を
子
ど
も
た
ち
に
贈
 
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
 
う
か
︒
子
ど

も
た
ち
が
最
高
の
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
お
手
伝
い
願
え
な
い
で
し
 
う
か
︒そ
し
て
︑笑
顔
溢
れ

る
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
な
る
こ
と
を
実
現
さ
せ
た
い
と
思
い
ま

す
︒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒ 

 


